
　

研
修
会
の
中
で
は
、「
脳
卒
中
で
治
療

し
て
い
る
人
が
下
呂
市
は
多
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
良
い
こ
と
な

の
？
」「
ど
う
し
て
下
呂
市
は
こ
ん
な
に

脳
卒
中
で
治
療
し
て
い
る
人
が
多
い
の
？

食
事
が
関
係
し
て
い
る
の
？
」
と
い
っ
た

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

　

グ
ラ
フ
か
ら
は
「
脳
卒
中
で
治
療
し
て

い
る
人
が
多
い
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

病
気
に
対
し
て
き
ち
ん
と
治
療
し
て
い
る

と
い
う
点
で
は
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
こ
の
病
気
を
抱
え
て
い

る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
右
下
の
図
２
は
脳
卒
中
死
亡

率
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
み
て

も
脳
卒
中
は
下
呂
市
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
が
怖
い
の
は
、
生
命
に
か
か
わ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
一
度
発
症

す
る
と
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
、
更
に
は
再
発
し
や
す
い
こ
と
も
そ
の

理
由
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
、

　

先
日
、
市
内
の
あ
る
地
域
で
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
高

騰
す
る
医
療
費
の
問
題
や
健
診
の
必
要
性

を
地
域
の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

学
習
し
ま
し
た
。

　

左
の
図
１
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
０
～
74
歳
）
の
う
ち
、
脳
卒
中
で
治
療

し
て
い
る
人
の
割
合
を
岐
阜
県
下
に
あ
る

21
の
市
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

介
護
が
必
要
と
な
る
最
大
の
原
因
は
脳
卒

中
後
遺
症
で
あ
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
る
４
人
に
１
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
を
発
症
す
る
危
険
因
子
に
は
、

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
・
心
房
細

動
・
喫
煙
・
飲
酒
が
あ
り
、
中
で
も
高
血

圧
は
最
大
の
危
険
因
子
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
血
圧
が
高
い
ほ
ど
脳
卒
中
の
発
症

率
は
高
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
じ
血
圧
値
で
も
遺
伝
や
心
疾
患
の

有
無
な
ど
で
脳
卒
中
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
危
険
度
が
異
な
る
た
め
、
血
圧

は
値
の
み
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
高
血

圧
の
治
療
の
目
的
は
単
に
血
圧
の
値
を
下

げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
高
血
圧
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
合
併
症
を
予
防
す
る
こ

と
で
す
。
要
精
密
検
査
・
要
治
療
と
判
定

さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
高
血
圧
か
ら
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
ま
た
脳
卒
中
を
再
発
さ
せ
な
い
た

め
に
、
１
人
１
人
が
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

脳
卒
中
治
療
者
の
割
合
　
県
内
で
最
多
！
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

1
・
2
月
の
担
当
医

1月
1
日
（
　
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

2
日
（
水
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

3
日
（
木
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

6
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

13
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

14
日
（
　
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

20
日
（
日
）
二
村
　
克
（
二
村
医
院
）

27
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

2月
3
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

10
日
（
日
）
奥
村
庄
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

11
日
（
　
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

17
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

24
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
2
月
11
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

月
・祝

火
・祝

0

1

2

3

4

5

6

美
濃
加
茂
市

瑞
穂
市

関
市

多
治
見
市

羽
島
市

高
山
市

本
巣
市

大
垣
市

山
県
市

各
務
原
市

岐
阜
市

岐
阜
県
平
均

美
濃
市

土
岐
市

瑞
浪
市

海
津
市

郡
上
市

可
児
市

恵
那
市

飛
騨
市

中
津
川
市

下
呂
市

図１　脳卒中の受療状況
平成２３年 国保５月診療分

（％）

図２　脳卒中の死亡率
（H22）
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春
に
対
象
と
な
る
方
へ
お
送
り
し
た
、

「
が
ん
検
診
自
己
負
担
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

は
も
う
お
使
い
に
な
り
ま
し
た
か
？
こ
の

ク
ー
ポ
ン
券
は
市
が
実
施
す
る
大
腸
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
が
無
料
で
受

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
ま
だ
お
使
い
で

な
い
方
は
、
使
用
期
限
が
３
月
ま
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
健
康
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者（
４
月
１
日
現
在
）

大
腸
が
ん
（
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
方
）

子
宮
頸
が
ん
（
20・25・30・35・40
歳
で
女
性
の
方
）

乳
が
ん
（
40
・
45
・
50・55・60
歳
で
女
性
の
方
）

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま

で
の
２
カ
月
間
、
献
血
者
が
減
少
し
が
ち

な
冬
期
に
お
い
て
安
全
な
血
液
製
剤
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
成
人
式

を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
と

し
て
、
広
く
国
民
各
層
に
献
血
に
関
す
る

理
解
と
協
力
を
求
め
る
「
は
た
ち
の
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
特
に

成
分
献
血
、
400
㎖
献
血
に
つ
い
て
の
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
が
、
病
気
や
け

が
な
ど
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
大
切
な
命

を
守
り
ま
す
。
左
記
の
日
程
で
献
血
バ
ス

が
巡
回
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
献
血
受
付
業
務
は
日
本
赤
十
字
社
下
呂
市
金
山
赤

十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
主
な
原
因
に
よ
る
感

染
性
胃
腸
炎
は
、
毎
年
12
月
頃
に
流
行
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
11
月
～
２
月
に
か

け
て
は
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
間
で
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
が
急
増
す
る
時
期
と

な
り
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め
に
次
の
事
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
感
染
し
た
人
の
便
や
吐
物
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス

が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
次
感
染
し
な
い
よ

う
、
素
手
で
触
ら
ず
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
な
ど
を
必

ず
使
用
す
る
。
汚
れ
た
部
分
の
消
毒
は
市
販
の

漂
白
剤
を
50
倍
程
度
に
薄
め
て
使
用
す
る
こ
と
。

●
食
中
毒
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
特
に
子
ど
も
や

高
齢
の
方
等
、
抵
抗
力
の
弱
い
方
に
は
、
調
理

の
際
、
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ

か
り
火
を
通
す
こ
と
。
又
、
手
洗
い
の
徹
底
や

調
理
器
具
の
清
潔
を
保
つ
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。

●
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
。
特
に
食
事
の
時

や
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
を
行
う
前
や
配
膳
す
る

時
な
ど
は
し
っ
か
り
と
洗
う
こ
と
。

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
想
い
を
か
た
ち
に  

は
た
ち
の
献
血
」

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
中
で
す
！

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

タバコの話し

　

現
在
日
本
で
は
男
性
の
約
３
割
、
女
性
の
１
割
が

喫
煙
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
喫
煙
率
は
徐
々
に
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
が
女
性
は
横
ば
い
状
態
で
す
。

◎
タ
バ
コ
の
値
段
の
60
％
が
税
金
で
国
、
県
、
市
町

村
に
入
り
ま
す
。
下
呂
市
で
一
箱
４
１
０
円
の
タ
バ

コ
を
買
う
と
、
そ
の
う
ち
の
約
92
円
が
税
金
と
し
て

下
呂
市
に
入
り
ま
す
。
一
日
一
箱
（
４
１
０
円
）
買

う
と
一
年
で
１
４
９
，６
５
０
円
の
支
出
と
な
り
、

下
呂
市
に
３
３
，６
９
０
円
の
市
税
が
入
り
ま
す
。

◎
体
調
を
崩
し
て
病
院
に
か
か
る
と
初
診
料
だ
け
で

２
，７
０
０
円
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
る
と

最
低
２
，１
０
０
円
、
合
計
４
，８
０
０
円
か
か
り
ま

す
。
胸
の
Ｃ
Ｔ
を
撮
る
と
１
４
，７
０
０
円
、
肺
が

ん
を
胸
腔
鏡
を
使
っ
て
手
術
す
る
と
10
日
間
入
院
で

１
，６
５
０
，０
０
０
円
と
い
う
高
額
な
医
療
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
タ
バ
コ
の
煙
は
発
が
ん
物
質
を
多
く
含
ん
で
お

り
、
喉
頭
が
ん
、
肺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
な
ど
の
原
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
が
病
気
に
な
る

割
合
は
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

危
険
度
1.5
倍
以
上
、
循
環
器
病
約
1.5
倍
、
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
1.7
倍
、
脳
卒
中
1.7
倍
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
現
在
日
本
に
お
け
る
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
す

が
、
部
位
別
が
ん
死
亡
率
の
第
１
位
は
肺
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
肺
が
ん
は
最
も
治
り
に
く

い
が
ん
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
肺
が
ん
に
な
る

割
合
は
吸
わ
な
い
人
の
4.5
倍
以
上
で
す
。

◎
喫
煙
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
体
は
影
響
を
受
け
や

す
く
、
青
少
年
期
に
喫
煙
を
開
始
す
る
と
、
成
人
後

に
喫
煙
を
開
始
し
た
場
合
に
比
べ
て
、
が
ん
や
虚
血

性
心
疾
患
な
ど
の
危
険
性
が
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

肺
が
ん
で
は
、
20
歳
未
満
で
喫
煙
を
開
始
し
た
場
合

の
死
亡
率
は
、
非
喫
煙
者
に
比
べ
て
5.5
倍
。

◎
タ
バ
コ
の
害
で
が
ん
よ
り
も
治
療
が
困
難
な
の
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
で
す
。
日
本
で

は
７
０
０
万
人
程
度
の
潜
在
患
者
が
い
る
と
推
計
さ

れ
、
こ
れ
は
糖
尿
病
と
同
じ
程
度
の
患
者
数
で
す
。

タ
バ
コ
に
よ
り
肺
が
徐
々
に
壊
さ
れ
、
こ
れ
は
タ
バ

コ
を
や
め
て
も
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
（
治
り
ま
せ

ん
）。
酸
素
吸
入
が
必
要
に
な
り
肺
炎
な
ど
に
か
か

り
や
す
く
な
り
死
亡
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
助
か
る
道
は
肺
移
植
の
み
で
す
。

◎
喫
煙
す
る
と
仕
事
の
能
率
が
上
が
る
と
か
、
気
分

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
い
う
の
は
大
き
な
間
違
い

で
す
。
タ
バ
コ
を
一
本
で
も
吸
う
と
脳
血
流
が
極
端

に
減
少
し
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
で
は
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
で
い
る
と
禁
断
症
状
で
気
力
が
低
下
し
、

仕
事
の
能
率
が
落
ち
、
喫
煙
で
体
に
ニ
コ
チ
ン
が
補

充
さ
れ
る
と
元
に
戻
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。

◎
日
本
で
起
こ
っ
た
全
火
災
の
原
因
は
タ
バ
コ
が
第

１
位
を
占
め
、
放
火
、
コ
ン
ロ
な
ど
が
続
い
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
は
火
災
に
よ
る
経
済
的
損
失
ば
か
り
で

な
く
生
命
を
も
脅
か
し
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
焼

死
者
の
中
で
そ
の
原
因
の
１
位
は
タ
バ
コ
で
す
。

◎
喫
煙
者
に
は
気
づ
き
に
く
い
問
題
に
臭
い
が
あ
り
ま

す
。衣
服
や
部
屋
に
染
み
つ
い
た
臭
い
ば
か
り
で
な
く
、

吐
く
息
の
臭
い
は
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
も
の
に
と
っ
て

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
で
の
悪
臭
ワ
ー
ス
ト
10
の
１

位
は
タ
バ
コ
と
い
う
調
査
結
果
も
見
ら
れ
ま
す
。

◎
金
山
病
院
で
は
禁
煙
外
来
を
設
け
て
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療
を
受
け
た
方

の
多
く
が
禁
煙
に
成
功
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
受
診
ご

希
望
の
方
は
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
日

場
　
所

時
　
間

場
　
所

時
　
間

１
／
15
㈫

金
山
振
興

　

事
務
所
10
時
～
12
時
下
呂　
　

総
合
庁
舎

14
時
30
分
～

　

16
時
30
分

１
／
16
㈬

馬
瀬
振
興

　

事
務
所

９
時
30
分
～

　

11
時
30
分
市
役
所　

萩
原
庁
舎

13
時
～　
　

  

16
時
30
分

１
／
17
㈭

市
役
所　

下
呂
庁
舎

９
時
～
12
時
市
役
所　

下
呂
庁
舎

13
時
30
分　

　
　

～
16
時


